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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月30日(2014.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を符号化のインター動き予測補償処理を重み係数で重み付けしながら行う重み付け
予測のモードである重みモードを、所定の領域毎に判定する重みモード判定部と、
　前記重みモード判定部により判定された重みモードを示す重みモード情報を、前記領域
毎に生成する重みモード情報生成部と、
　前記重みモード情報生成部により生成された前記重みモード情報を符号化する符号化部
と
　を備える画像処理装置。
【請求項２】
　前記重みモードは、前記重み係数を用いて前記インター動き予測補償処理を行う重み付
け有りのモードと、前記重み係数を用いずに前記インター動き予測補償処理を行う重み付
け無しのモードとを含む
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記重みモードは、前記重み係数を用いて、重み係数を伝送するExplicitモードで前記
インター動き予測補償処理を行うモードと、前記重み係数を用いて、重み係数を伝送しな
いInplicitモードで前記インター動き予測補償処理を行うモードとを含む
　請求項１または請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記重みモードは、互いに異なる重み係数を用いて前記インター動き予測補償処理を行
う、複数の重み付け有りのモードを含む
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記重みモード情報生成部は、前記重みモード情報の代わりに、前記重みモードと、前
記インター動き予測補償処理のモードを示すインター予測モードとの組み合わせを示すモ
ード情報を生成する
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記重みモード情報生成部が前記重みモード情報を生成する前記領域のサイズを制限す
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る制限部をさらに備える
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記領域は、前記インター動き予測補償処理の処理単位の領域である
　請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記領域は、Largest Coding Unit、Coding Unit、若しくは、Prediction Unitである
　請求項１乃至請求項７のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記符号化部は、前記重みモード情報をCABACで符号化する
　請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　画像処理装置の画像処理方法であって、
　重みモード判定部が、画像を符号化のインター動き予測補償処理を重み係数で重み付け
しながら行う重み付け予測のモードである重みモードを、所定の領域毎に判定し、
　重みモード情報生成部が、判定された重みモードを示す重みモード情報を、前記領域毎
に生成し、
　符号化部が、生成された前記重みモード情報を符号化する
　画像処理方法。
【請求項１１】
　画像の符号化において、インター動き予測補償処理を重み係数で重み付けしながら行う
重み付け予測のモードである重みモードが、所定の領域毎に判定され、前記重みモードを
示す重みモード情報が前記領域毎に生成され、前記画像とともに符号化されたビットスト
リームを復号し、前記ビットストリームに含まれる、前記重みモード情報を抽出する復号
部と、
　前記復号部により復号されて抽出された前記重みモード情報に示される重みモードで、
動き補償処理を行い、予測画像を生成する動き補償部と
　を備える画像処理装置。
【請求項１２】
　前記重みモードは、前記重み係数を用いて前記動き補償処理を行う重み付け有りのモー
ドと、前記重み係数を用いずに前記動き補償処理を行う重み付け無しのモードとを含む
　請求項１１に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記重みモードは、前記重み係数を用いて、重み係数が伝送されるExplicitモードで前
記動き補償処理を行うモードと、前記重み係数を用いて、重み係数が伝送されないInplic
itモードで前記動き補償処理を行うモードとを含む
　請求項１１または請求項１２に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記重みモードは、互いに異なる重み係数を用いて前記動き補償処理を行う、複数の重
み付け有りのモードを含む
　請求項１１乃至請求項１３のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　重み係数が伝送されないInplicitモードの場合、重み係数を算出する重み係数算出部を
さらに備える
　請求項１１乃至請求項１４のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　重みモード情報が存在する前記領域のサイズを制限する制限情報を取得する制限情報取
得部をさらに備える
　請求項１１乃至請求項１５のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１７】
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　前記領域は、前記インター動き予測補償処理の処理単位の領域である
　請求項１１乃至請求項１６のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１８】
　前記領域は、Largest Coding Unit、Coding Unit、若しくは、Prediction Unitである
　請求項１１乃至請求項１７のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１９】
　前記重みモード情報を含むビットストリームはCABACで符号化されており、前記復号部
は、前記ビットストリームをCABACで復号する
　請求項１１乃至請求項１８のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項２０】
　画像処理装置の画像処理方法であって、
　復号部が、画像の符号化において、インター動き予測補償処理を重み係数で重み付けし
ながら行う重み付け予測のモードである重みモードが、所定の領域毎に判定され、前記重
みモードを示す重みモード情報が前記領域毎に生成され、前記画像とともに符号化された
ビットストリームを復号し、前記ビットストリームに含まれる、前記重みモード情報を抽
出し、
　動き補償部が、復号されて抽出された前記重みモード情報に示される重みモードで、動
き補償処理を行い、予測画像を生成する
　画像処理方法。
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